
指定難病と診断された方へ

難病指定医

申請者 京都府保健所
京都市保健センター

日常の
診療・相談

診断書の
作成

申請 提出
（京都府内在住の対象患者）

結果通知
（特定医療費受給者証の交付や補正・不認定通知など）

京都府
（指定難病審査会）

特定医療費の支給認定を受けるために
必要な申請手続きについて

京都府

新規・更新ともに、診断書（臨床調査個人票）は都道府県が
指定する難病指定医等が記載
難病指定医については、医師が勤務する地域の各都道府県
ホームページ等で公表

＜主な必要書類＞
特定医療費支給認定申請書
同意書
診断書（臨床調査個人票）
住民票（個人番号が記載されたもの）
市町村民税課税証明書などの課税状況を証明する書類
健康保険証の写し　…など

※自己負担限度額が最高階層になる方については、「市町村民税課税証明
書」、本人以外の「住民票」及び「健康保険証（写し）」の提出を省略するこ
とができます。詳しくは最寄りの府保健所（京都市の場合は保健センター）
へ確認ください。

指定難病と診断され、特定医療費（医療費助成）の支給認定を受けることを希望
される場合は、必要書類を準備し、京都府保健所（京都市の場合は保健セン
ター）に医療費助成の申請をしてください。
認定された場合、「特定医療費受給者証」と「自己負担上限額管理票」が交付さ
れます。認定されなかった場合は、その旨通知する文書が送付されます。
指定医療機関で「特定医療費受給者証」と「自己負担上限額管理票」を提示する
ことで、医療費の助成が受けられます。
医療受給者証の有効期間は、原則として申請日（府保健所等に必要書類を提出し
た日）から１年以内で、都道府県が定める期間です。
なお、１年ごとに更新の申請が必要です。
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